
日
本
遺
産
（Japan

　H
eritag

e
）
と
は
、

「
地
域
の
文
化
遺
産
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

多
く
の
人
に
そ
の
地
へ
来
て
も
ら
う
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
文
化
庁
で
認
定
が
始
め
ら
れ
た

制
度
で
す
。
　
　

熊
本
県
の
菊
池
川
流
域
の
玉
名
市
・
山
鹿

市
・
菊
池
市
・
和
水
町
が
手
を
組
ん
で
、
日
本

遺
産
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
２
月
21
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
終
了
予
定

と
こ
ろ
　
八
千
代
座
（
山
鹿
市
山
鹿
１
４
９
９
）

参
加
費
　
無
料

駐
車
場
　
山
鹿
市
豊
前
街
道
駐
車
場
（
八
千
代

座
近
く
の
看
板
が
目
印
で
す
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

午
後
７
時
開
演
　
主
催
者
挨
拶
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
、
先
進
事
例
発
表
（
人
吉
市
）

午
後
８
時
基
調
講
演
　
日
本
遺
産
認
定
後
の

地
域
の
可
能
性
　
講
師
：
日
本
観
光
振
興
協

会
常
務
理
事
　
丁
野
　
朗
　
氏

午
後
８
時
30
分
終
了
予
定

申
込
方
法
　
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
電

話
・
F
A
X
の
い
ず
れ
か
で
、
名
前
（
所

属
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
推
進
協
議
会
事

務
局
（
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

☎
0
9
6
8
・
4
3
・
1
6
5
1

F
A
X
　
0
9
6
8
・
4
3
・
1
2
1
8

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
た
、
馬
場
区
老
人
会

恒
例
の
「
ひ
な
人
形
展
」
。
築
１
２
５
年
の
古

民
家
を
再
生
し
た
馬
場
区
公
民
館
で
、
20
世
紀

ひ
な
人
形
（
最
古
は
大
正
時
代
）
約
１
０
０
０

体
と
さ
げ
も
ん
を
展
示
し
ま
す
。
今
や
県
北
地

域
有
数
の
「
ひ
な
人
形
展
」
と
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
も
注
目
す
る
ほ
ど
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

　２
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
馬
場
区
公
民
館

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

馬
場
区
分
館
長
　
坂
口
幸
裕

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
２
１
８
５

高
齢
者
の
就
業
促
進
お
よ
び
雇
用
の
継
続
を

図
る
た
め
に
、
65
歳
以
上
の
人
の
雇
用
保
険
適

用
拡
大
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
65

歳
以
上
の
人
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
の
新

規
取
得
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
①
平
成
29

年
１
月
１
日
以
降
、
新
た
に
65
歳
以
上
の
労
働

者
を
雇
用
し
た
場
合
②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で

に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
、
平
成
29
年

１
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場

合
は
、
一
定
の
適
用
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
雇

用
保
険
の
対
象
と
な
り
、
事
業
主
は
、
被
保
険

者
資
格
の
取
得
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
②
の
場
合
は
、
原
則
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
届
の
提
出
を
行
っ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
玉
名
　
雇
用
保
険
課

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
８
６
０
９

春
と
言
え
ば
出
逢
い
の
季
節
。
青
春
時
代
の

淡
い
恋
心
を
思
い
出
し
な
が
ら
素
敵
な
出
逢
い

を
み
つ
け
ま
せ
ん
か
？

舞
台
は
美
肌
の
湯
が
自
慢
の
三
加
和
温
泉
郷

そ
ば
の
和
水
町
の
旧
神
尾
小
学
校
。
神
尾
小
学

校
は
2
0
1
4
年
3
月
に
閉
校
す
る
ま
で
約

1
4
0
年
間
地
域
に
愛
さ
れ
、
育
ま
れ
て
き
た

小
学
校
。
そ
ん
な
小
学
校
で
収
穫
体
験
や
調
理

実
習
、
給
食
や
体
育
な
ど
昔
懐
か
し
の
学
校
生

活
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

学
生
の
頃
は
告
白
で
き
な
か
っ
た
ア
ナ
タ
も
、

今
な
ら
き
っ
と
大
丈
夫
!?

と
き
　
３
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
登
校
〜
　

午
後
５
時
下
校
予
定

と
こ
ろ
　
旧
神
尾
小
学
校
（
和
水
町
大
田
黒

5
7
7
番
地
）

学
費
（
参
加
費
）
　
2
，５
０
０
円

申
込
期
限
　
３
月
３
日 

（
金
） 

正
午

応
募
資
格
　
25
歳
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
の
男
女

各
15
人
（
抽
選
）
（
学
生
不
可
）

※
男
性
に
限
り
、
荒
尾
市
か
玉
名
郡
市
に
住

ん
で
い
る
か
、
働
い
て
い
る
人
。

※
会
員
登
録
が
必
要
。
（
当
日
の
入
会
も
可

能
、
登
録
料
無
料
）

※
３
月
９
日
（
木
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

料
金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
取
材
が
可
能
な
人

申
込
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
５
７
・
５
１
４
４

メ
ー
ル

　arao.tam
ana.k-s-c@

w
ish.ocn.ne.jp

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会
を

修
了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

と
き
　
２
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
（
事
前
に
電
話
に
て
申
込
み

が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

い
場
合
は
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

肥
後
国
衆
一
揆
顕
彰
会
議
（
山
鹿
市
・
和
水

町
・
南
関
町
）
主
催
の
史
跡
め
ぐ
り
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
、
梅
の
咲
く
季
節
に
大
津
山
周
辺

や
古
小
代
の
里
（
小
代
焼
窯
跡
群
）
を
散
策
し
、

点
在
す
る
史
跡
を
探
訪
し
ま
す
。
ご
家
族
や
グ

ル
ー
プ
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

と
き
　
３
月
12
日
（
日
）
　
午
前
９
時
集
合
〜

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

集
合
場
所
　
特
産
品
セ
ン
タ
ー
な
ん
か
ん
「
い

き
い
き
村
」

探
訪
コ
ー
ス
　
い
き
い
き
村
↓
太
閤
水
↓
お
こ

ん
ば
橋
↓
神
宮
寺
跡
、
龍
造
寺
家
晴
館
跡
↓

大
津
山
阿
蘇
神
社
↓
つ
づ
ら
が
嶽
城
跡
（
大

津
山
城
跡
）
↓
笛
鹿
観
音
堂
↓
東
肥
鉄
道
南

関
駅
跡
、
高
架
橋
跡
↓
南
関
御
茶
屋
跡
↓
南

関
町
公
民
館
（
昼
食
）
↓
小
代
焼
瀬
上
窯
跡

↓
小
代
焼
瓶
焼
窯
跡
↓
い
き
い
き
村
　

参
加
資
格
　
大
津
山
（
２
５
６
ｍ
）
登
山
の
で

き
る
人
な
ら
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
　
先
着
30
人
程
度

申
込
締
切
　
２
月
28
日
（
火
）

参
加
費
　
１
人
１
，０
０
０
円
（
弁
当
、
１
日
保

険
料
な
ど
）

申
込
方
法
　
電
話
で
南
関
町
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
弁
当
（
お
茶
付
き
）
は
事
務
局
で
準

備
し
ま
す
が
、
飲
み
物
は
各
自
で
ご
準
備
願

い
ま
す
。
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
を
一
部
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
関
町
教
育
委
員
会
　
教
育
課
　
文
化
財
係

（
肥
後
国
衆
一
揆
顕
彰
会
議
事
務
局
）
　

☎
０
９
６
８
・
５
３
・
０
０
０
７

熊
本
い
の
ち
の
電
話
で
は
「
い
の
ち
」
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
「
自
殺
予
防
公
開
講
演

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
教
育
実
践
研
究
家
の
菊
池
省
三
氏

を
講
師
に
迎
え
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
焦

点
を
あ
て
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10
階

ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８‐

９
）

有明・島原の「よかとこ・まるごとキャンペーン」を開催します

と　き ２月１日（水）～15日（水）・23日（木）
午前９時～午後４時　土日祝は除く

ところ 南九州税理士会玉名支部会員　各税理士事務所

と　き ２月25日（土）、26日（日）、３月４日（土）、５日（日）の４日間
９時50分発、10時45分発　（両港同時刻発）のフェリー船内

内　容 ●有明フェリー船内での有明・島原地域観光ＰＲ
地域の特産品プレゼント、地域の観光体験や温泉入浴券のプレゼント
期間限定有明フェリー限定食品など温かい食べ物のふるまい

●有明海両岸では、地域ゆるキャラの出迎えと見送り
※有明フェリー乗船料が必要です。港での催しは無料。なお、内容は変更になる場合もあります

ところ 長洲港（熊本県）・多比良港（長崎県）発の有明フェリー船内

事前予約制 直接お近くの税理士事務所にご予約ください
※相談は無料
※申告書作成の場合は有料

ひ
な
人
形
展
を
開
催
し
ま
す

救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

自
殺
予
防
公
開
講
演
会
参
加
者
募
集

「
遺
産
を
、
未
来
へ
。
」
菊
池
川
流
域
日

本
遺
産
（Japan

　

H
eritage

）
認
定

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
し
ま
す

あ
ら
・
た
ま
魅
力
体
感
婚
活

あ
ら
た
ま
婚
活
学
園
in
和
水
町

65
歳
以
上
の
人
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象

と
な
り
ま
す

平
成
28
年
度
「
歴
史
探
訪
」
〜
南
関
町
の

史
跡
巡
り
〜
の
参
加
者
募
集

　有明海沿岸の福岡県、長崎県、熊本県の市町などが連携して、地域を繋ぐ要となる“有明
フェリー”を活用したキャンペーンを行い地域の魅力を発信します。

税理士事務所での確定申告相談を行います

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
情
報

問い合わせ先　南九州税理士会玉名支部　事務局　竹下進一　☎0968・34・2290問い合わせ先　有明・島原地域観光連携会議（事務局：玉名地域振興局）☎0968・74・2113
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